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田部井良和君本日ご協力ありがとうござい

ました。

※林淳三君お見郷い有雌うございました。

まだしばらく静養させていただきます。皆様

によろしくお伝え下さい。

◇小山幹事報告

1．本日例会終了後、次年度臨l1*m!LIﾄ役員会

を開催いたしますので、次年度111郡役員は

その叢まお残り下さい。

2．次回例会は夜間例会で午後6II帯より松楓

I#lにて|淵催いたしますので、昼IMIの例会は

ございません。

3． ロータリー適用相場現在1ドル80円が7

月1日より84円に変更となりますのでお知

らせ致します。

◇水野(賀)会長挨拶

マルチメディアという言葉を始めて聞いた

のは、ほんの数年前のことであります。郵政

省の試算によれば､2010年のマルチメディアは、

56兆円のマーケットになり波及効果を入れれ

ば、123兆円に及ぶという話を聞いたことがあ

りました。

21世紀の話であるという先入観もあり、マ

ルチメディア社会が来るのは、まだまだ先の

醜だと思っていましたが、私の予想よりは速

いスピードで進んでいるようであります。

「マルチメディア」とは、放送、映薊、印刷、

出版産業等の複数のメディアをコンピューター

によって融合させた新しいメディアであり、一

瀞大きな変化は、 ‘構報と対話出来ることであ

る。代表的な応用例としては、入力に応じて、

テレビ等を通じてその場で音や景色を変化さ

せ水当の世界の様に見せるバーチャルリアリ

ティや家庭で好きなときに好きなビデオを見

ることが出来るビデオ・オン・デマンド等が

ある。更に在宅のまま、映画鑑賀、ショッピ

ング、病気の診断、旅行先の選定、各種チケ

ットの}職入等さまざまな分野で利川の拡がり

が考えられると書かれております。

蒸繼臓重
へ

夜間例会（松楓閣にて1811寺より）

熱藁 蔑熟灘
◇“我等の生業．

◇ビジター紹介 8名

◇出席報告

会貝 69(67)名 出席 51名

出朧率 76. 12%

前回 6月6日（修正出席率) 97~01%

◇ニコボックス

浅井誠寿君眼鏡ごし蛇にニラマレたる蛙

小山雅弘君ちょっといい事がありました。

水野民也君孫が交換留学生で来月Canada

から帰ります。

永井正義君皆様のお顔を見て例会欠席

西尾正巳君お久しぶりです。

鈴木正男君先日は、次期理蛎役員委員長

会議に皆さんご出席ご苫労さまでした。

鈴木襄之君昨日中京TVさんにお世話にな

りました。

上野保君ホームクラブ久しぶりです。

山本眞輔君日展需査員になりました。 3

1回l同です。NGS彫刻展、来週開催します。よ

ろしくお願いします。

吉田敬岳君本日食べ歩きの会です。

足立一成君、秋山茂則君、池田隆君、

釜谷健一君、成田良治君、太田茂君、

鴬谷龍夫君、竹内眞三君、舎人経昭君、

津牧孝臣君、魚津常義君、渡辺辰夫君

祢雨空にH｣植え良かろうニコボックス

河村政孝君~谷口優君早退します。

今西功一君、小林明君、黒野貞夫君

ll｣本さんおめでとうございます。

へ
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今年1月の阪神大震災の折、「外国在化の日

本人が、他の通偏手段では辿絡がとれなかっ

たが、世界的なコンピューター通信網インター

ネットを利)Mして神戸の家族、知人の安否を

確認した」という記嚥が目につきました。

今月に入って、新党さきがけの衆議院議員

簗瀬進氏が「マルチメディアは政治を変える」

という論題で、自分の柾過の街頭減税のレジ

ュメをパソコンのネットワークを通じて発信

しているが、発僑情報の即llli性、広域性、直

接'|4;、自己完納性等の効力は驚くべきものが

あり、マルチメディアの進股は、確実に政治

を変えていくと述べております。

中部地区でも、 トヨタ圃動単、東海銀行、日

本ガイシ等は勿論、中部屯ﾉﾉ関連会社、名占

屋鉄道関連会社等の各企業が、相次いで「イ

ンターネット」に参入し、会社情報、就職案

内の情報提供をしているようであります。

世界肢大のコンピューターネットワークで

あるインターネットには、 1 I本からも80〃人

を超える人が加入しており、所謂パソコン革

命はすでに始まっているようであります。

「新#1:会資本轆伽」の骨格である光ファイバー

の盤備や高速デジタル迩偏技術の普及のない

間は、マルチメディアの普及はないと思い込
んでいたのは、どうやら間述いでありました。

マルチメディアは、政治だけでなく、社会

の仕組み全休を大きく変えてゆくものであり

ますが、着実にマルチメディア社会へ進んで

おります。時代の変化に取り残されないよう

関心を持ち続けたいと思っております。

◇識演

“調停制度について”

会員中根三郎君

種類別では婚姻中の夫婦間のリド件51%、子の

監誰に|奥1するもの9％、遺産分割9％、親権

者の変更8％、その他となっている。

家ﾘﾄ,淵停は通栴、審判官（裁'ﾄIIE) 1人と

調停委員男女各1人で調停委員会を構成し、双

方の君い分を-'一分聞き、公正に誠実に、根気

よく努めている。受理した事件の約半数は調

停で解決している。

般から見ると裁判所は近寄りがたい所、入

りにくい所と見られているが、最近は裁判所

も「|刑かれた裁判所」を目ざしており、調停

制度も御理解いただき気軽に′|:|~|談や調停FII立

をしてほしいと思っている。

家'li調停に係って渡近感じていることを 、

二申し上げると、先ず結婚についての考え方

の変化である。女性の中に結婚はしてもしな

くてもよいと考えるものが多くなり （66％)、

未蛎の母に抵抗感が少なくなっている。女性

の自立が進み、仙人の1ｺ由の主張が強まって

いる1'『蛾があるためであろう。 ｜司じ流れとし

て離鰕も軽く考えられている。

次は夫婦間のトラブルの原因に親の干渉が

以外に多い。核家族を基本に考えている済い

世代にとって、「家」の考え方が強い親の世代

の存在が、わずらわしい干渉と受け取られる

のであろうか。「私はイエや親と結婚したので

はない」との主張が多い。

また家庭の不和は子供に与える影響が大き

く、心を痛めることが多い。親を反面教師に

して立派に成長する場合もあろうが、多くの

場合、紺神的にも経済的にも影響を受けるの

は-jf･供である。また欧米の例から見て、了供

に対する虐待の墹加も心配されるところである。

これからの家族はどうなるのだろうか。い

ろいろ異なる111i値感を持つ人間が作るものな

ので、いろいろな家族があってもよいと思う

が、個人の尊厳、子の養育しつけ、老後の扶

養介謹等々、これからの社会で果す家族の璽

要性は益々大きくなると思う。

「家族のための{IJil人」から「個人のための家

族」へと益々進んでいくものと思われるが、そ

の! | !にあっても、家族の中で果していかねば

ならぬ般小限度の]!i任や義務について、新し

い家族の倫理として、これからの世代にしっ

かり教育せねばならぬのではなかろうか。

◇例会変更のお知らせ

名古屋名北RC 6/28(水)夜l111例会の為、名

古屋不一パークホテルにて

17時半より

名古屋名駅RC 6/28(水)夜間例会の為、名
鉄ニューグランドホテルに

て18時より

◇次回例会（6月27日）

友愛のR (立食）

一

わが国の洲停制度は大jli11年、借地借家調

停法の施行により発足し、70年余を経過してい

るが、この間|玉l民性に適合した民事、家覗の

紛イIﾙﾎ決の制皮として定柵し、訴訟と並び亜
要な役割を果している。

調停は裁判のように紛争の刀両断的な解

決を日的とせず、当蕊者双方の話合と互繊を

促し、自発的意思で終紬することを'二|的とし
ているので、特に家事の事件処理に適している。

家蛎調停事件は全国的に墹加の傾向にあり、

＝
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